
●　計画の役割と計画期間

●　計画に掲載した個別取組の数及び総事業費等見込額

個別取組の数 総事業費

Ⅰ 富県宮城の実現

Ⅱ 安心と活力に満ちた地域社会づくり

Ⅲ

資料９

将来ビジョン実現を支える基礎的な取組

合　　計　

うち非予算的手法 うち県事業費見込
（億円）

人と自然が調和した美しく安全な県土づくり

14

7

15

1

37

160

35

5,389

4,232

604

818

35

5,689405

　この計画は，宮城の将来ビジョンの推進にあたって，取組の数値目標や個別取組の内容を示すものであり，各年度
の行財政運営を計画的に推進していく上での基本的な指針となるものです。
　また，各取組の具体的な内容や目標を示すことにより，県政に対する県民の理解とともに，県民をはじめとして民間
企業，関係団体，ＮＰＯ，国，市町村など幅広い主体の積極的な参画を促し，協働・協力しながら将来ビジョン実現に
向けた取組を展開していこうとするものです。
　第２期行動計画の計画期間については，平成２２年度から平成２５年度（２０１０年度から２０１３年度）までの４年間
と定めました。

　 総事業費及び県事業費については，平成２２年２月策定の「第３期財政再建推進プログラム」における中期的な財
政の見通しや歳出抑制対策などを踏まえて見込んでいます。
　 なお，個別取組の実施等に際しては，その時々の財政状況に応じ，毎年度の予算編成の中でさらに精査することと
しています。

基本方向（三本柱）

161

77

7

4,153

471

730

（億円）

県政運営にあたっての基本理念や今後１０年間の

県が目指すべき姿と方向性などを総括的に示すも

の。

【構成】 １ 県政運営の理念と基本姿勢

２ 政策推進の基本方向

３ 宮城の未来をつくる３３の取組

将来ビジョンを具体化するための取組や目標を，

３～４年間ごとに示すもの。

【構成】 １ ビジョン実現に向けた３３の取組

２ ビジョン実現を支える基礎的な取組

宮城の将来ビジョン

計画期間

平成１９年度～２８年度

（１０年間）

行動計画

第１期計画期間

１９年度～２１年度

（３年間）

第２期計画期間

２２年度～２５年度

（４年間）

宮城の将来ビジョン 第２期行動計画の概要



　　

４つの 「主要政策 」

第１期行動計画の検証結果

県民生活を支える雇用の創出
・産業集積の加速

・観光による交流人口の拡大

・農林水産業の競争力強化

・多様な雇用対策

持続的な社会の基盤づくり

・ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰみやぎの創造

・災害に強い地域づくり

次 世 代 の 育 成

・子育て支援

・学力の向上

・ 概ね順調

・ 「安心と活力に満ちた地域社会づくり」に係る

一部の施策について，やや遅れている傾向

（子育て支援，地域医療，学力向上など）

社会経済情勢の変化

経済危機による雇用情勢の悪化

地球温暖化 資源・エネルギー問題

食料問題

第２期行動計画の基本的な考え
・第２期行動計画の４年間は，取組をさらに充実させていく時期であり，３３の取組を，引き続き着実

に推進していく

・第１期行動計画の検証結果と，社会経済情勢の変化等を踏まえ，最重点分野として特に次の４つ

の「主要政策」を設定する

安心できる生活環境の確保

・地域医療の充実

・介護サービスの充実

第２期行動計画推進の視点

視点① 民の力を最大限に生かす衆知を集めた県政の推進

県民との対話を通じて課題を共有し，NPO，企業など様々な主体との連携・協働体制を構築しながら，民の力を最大限に生かす衆知を集めた

県政を推進していきます。

特に，第２期行動計画の推進にあたっては，これまで以上に地域の視点を大事にし，地域の実情に応じたきめ細かな取組の推進や，民の力

を結集させた県民運動を盛り上げていきます。

視点② 住民にもっとも近い自治体である市町村の取組の支援

市町村が行財政基盤や自立性を強化し，自らの責任と判断によるまちづくりを一層進めていくことができるよう，その取組を支援していきます。

視点③ 不断の行政改革の取組と効率的・効果的な県政運営

県は，不断の行財政改革に取り組み，組織のスリム化を進めつつ，効率的，効果的な県政運営を行っていきます。

特に，第２期行動計画の推進にあたっては，これまで以上に施策間の連携を図り，相乗的な効果を生み出せるよう取り組んでいきます。

視点④ 東北地方の発展をけん引する広域連携と道州制の推進

他県との連携強化や役割分担を進めるなど，広域的な視点に立ち県政に取り組んでいきます。また，道州制など，新たな広域自治体のある

べき姿の実現に向け取り組んでいきます。

① 遅れが出ている取組への注力が必要

② 社会経済情勢を背景とした，県民の様々な不安の解消が必要

③ 県民が持続的に安心して暮らせる社会の構築が重要

課 題 認 識

宮城の将来ビジョン 第２期行動計画の推進方向

社会保障問題

岩手・宮城内陸地震



① 県民生活を支える雇用の創出

・産業集積の加速　…

・企業立地件数：１６０件，企業集積等による雇用機会の創出：１０，０００人分

・観光による交流人口の拡大　…積極的な誘客活動や都市・農山漁村交流などにより，交流人口を拡大します。
・観光客入込数：６，５００万人
・主要な都市農山漁村交流拠点の利用人口：９６０万人

【仙台・宮城観光キャンペーン推進事業，栗駒山麓観光再生支援事業　など】

 ・多様な雇用対策　…緊急的な就業機会の確保と，福祉分野等多様な就業機会の拡大を進めます。
・基金事業における新規雇用者数：１１，２６３人

【緊急雇用創出事業，ふるさと雇用再生特別基金事業　など】

② 次世代の育成

・子育て支援　…子どもを安心して生み育てることができる環境を整備します。
・保育所入所待機児童数（仙台市を除く）：０人，合計特殊出生率：１．４０

【待機児童解消推進事業，周産期医療再生事業　など】

・学力の向上　…学習理解度の向上を進めるとともに，学ぶ意欲の向上や健全な生活態度の定着をめざします。

③ 安心できる生活環境の確保

  ・地域医療の充実　…医療に携わる人材を確保するなど，地域医療の充実をはかります。
・県の施策による自治体病院等への医師配置数：４６人，新規看護職員充足率：８０％
・救急搬送時間（全国順位）：３０位

【宮城県ドクターバンク事業，緊急看護師確保対策事業，救急医療再生事業　など】

 ・介護サービスの充実　…特別養護老人ホーム等基盤整備や在宅介護サービスの充実を進めます。
・特別養護老人ホームの整備：２，２１１床，介護職員増加数：３，６９６人

【特別養護老人ホーム建設費補助事業，認知症地域ケア推進事業　など】

④ 持続的な社会の基盤づくり

 ・クリーンエネルギーみやぎの創造…　

・太陽光発電システムの導入出力数１０４，５２５kw，クリーンエネルギー自動車の導入台数５０，０００台
【クリーンエネルギーみやぎ創造プラン推進事業，自然エネルギー等・省エネルギー促進事業　など】

 ・災害に強い地域づくり　…大規模災害に備えて，施設の耐震化と防災体制の充実を進めます。
・県有建築物の耐震化率：１００％，緊急輸送道路の橋梁の耐震化完了数：７９橋

【県有建築物震災対策促進事業，橋梁耐震補強事業，防災リーダー養成事業　など】

クリーンエネルギーの導入・普及促進に向けた先導的なプロジェクトに取り組み
ます。

高度電子機械産業や自動車関連産業，クリーンエネルギー産業等製造業の誘致を加速化する
とともに，関連産業の集積や取引拡大を進めます。

・製造品出荷額：４０，８５８億円（うち高度電子機械産業：１２，６２３億円，自動車産業：４，０６３億円，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食料品製造業：６，５１４億円）

【小中学校・高等学校学力向上推進事業，基本的生活習慣定着促進事業，「学ぶ土台づくり」推進プログラ
ム策定事業，夢づくり推進事業　など】

・｢授業が分かる｣と答える児童生徒割合の向上：小学６年生８３％，中学３年生７２％，高校２年生４８％
・「全国学力・学習状況調査」の正答率を小・中学校とも全国平均以上にする

【みやぎの食料自給率向上運動事業，農商工連携加速化推進プロジェクト事業，新世代アグリビジネス総
合推進事業　など】

 ・農林水産業の競争力強化　…食料自給率の向上などに向けた農林水産業の競争力の強化をはかります。

【みやぎ企業立地奨励金事業，高度電子機械産業集積促進事業，自動車関連産業特別支援事業　など】

・食料自給率：８５％，農業産出額：２，１５０億円，優良みやぎ材の出荷量：２５，０００㎥，
　水産加工品出荷額：３，１００億円，園芸作物産出額：４１３億円，不作付の水田面積：４，２４０ha，
　アグリビジネス経営体数：１００経営体

４つの 「主要政策 」 主な数値目標と具体的取組の例



地域経済を力強くけん引するものづくり産業（製造業）の振興

産学官の連携による高度技術産業の集積促進

3 豊かな農林水産資源と結びついた食品製造業の振興

高付加価値型サービス産業・情報産業及び地域商業の振興

地域が潤う，訪れてよしの観光王国みやぎの実現

競争力ある農林水産業への転換

地産地消や食育を通じた需要の創出と食の安全安心の確保

県内企業のグローバルビジネスの推進と外資系企業の立地促進
自律的に発展できる経済システム構築に向けた広域経済圏の形成

産業活動の基礎となる人材の育成・確保

経営力の向上と経営基盤の強化

宮城の飛躍を支える産業基盤の整備

次代を担う子どもを安心して生み育てることができる環境づくり

家庭・地域・学校の協働による子どもの健全な育成

3 着実な学力向上と希望する進路の実現

豊かな心と健やかな体の育成

児童生徒や地域のニーズに応じた特色ある教育環境づくり

多様な就業機会や就業環境の創出

安心できる地域医療の充実

生涯を豊かに暮らすための健康づくり

高齢者が元気に安心して暮らせる環境づくり

障害があっても安心して生活できる地域社会の実現

生涯学習社会の確立とスポーツ・文化芸術の振興

コンパクトで機能的なまちづくりと地域生活の充実

24 安全で安心なまちづくり

外国人も活躍できる地域づくり

環境に配慮した社会経済システムの構築と地球環境保全への貢献

廃棄物等の３Ｒ（発生抑制・再使用・再生利用）と適正処理の推進

豊かな自然環境，生活環境の保全

住民参画型の社会資本整備や良好な景観の形成

3 宮城県沖地震に備えた施設整備や情報ネットワークの充実

洪水や土砂災害などの大規模自然災害対策の推進

地域ぐるみの防災体制の充実

４

１

３

４

１

２

宮城県沖地震など大規模災害に
よる被害を最小限にする県土づく
り

観光資源，知的資産を活用し
た商業・サービス産業の強化

地域経済を支える農林水産
業の競争力強化

アジアに開かれた広域経済
圏の形成

豊かな自然環境，生活環境
の保全

子どもを生み育てやすい環境
づくり

２

３

４

経済・社会の持続的発展と環
境保全の両立

宮城の将来ビジョン実現に向けた３３の取組

　３３の取組のそれぞれに，行動方針，目標指標，目標達成のための個別取組を明らかにしています。

育成・誘致による県内製造業
の集積促進

産業競争力の強化に向けた
条件整備

将来の宮城を担う子どもの教
育環境づくり

５

５

３

生涯現役で安心して暮らせる
社会の構築

住民参画型の社会資本整備
や良好な景観の形成

１

２

だれもが安全に，尊重し合い
ながら暮らせる環境づくり

コンパクトで機能的なまちづく
りと地域生活の充実

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

８

９

10

11

12

７

６

５

４

３

２

１

20

21

22

23

24

19

18

17

16

15

14

13

25

26

32

７

５

28

27

30

29

33

31


